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1：50,000 地質図幅 

説 明 書 

 

 

但 馬 竹 田 
（岡山－第35号） 

 

この図幅の南半部は７万５千分の１図幅を作成する予定で調査中であったが，途中 

から本所図幅事業の変更に伴って，５万分の１図幅を作成することになったものであ 

る。東郷は主として図幅南半部を，神戸は主として北半部の水成岩地域を，広川は主 

として火成岩地域を調査し，昭和26年3月野外調査を終了した。 

 

Ⅰ. 地   質 

 

Ⅰ.１    

この図幅は中国地方の東部を占め，生野・明鉱床地帯を包含する生野図幅および 

大屋市場図幅のそれぞれ北および東に隣接する。図幅北半部には，舞鶴地方から続 

する輝緑岩質岩石・斑糲岩・閃綠岩等からなるいわゆる夜久野塩基性岩類が，古生層 

および三畳紀層とともに全体として東西に近い方向に帯状分布をなし，中部から西部 

にわたっては新期花崗岩質岩石が不規則な形をなしてやゝ広く現われ，上記岩類・時 

代未詳の花崗岩および安山岩に接触変成作用をおよぼしている。南半部には，北部の 

ものにべて著しく千枚岩質でチャートを挾む古生層がほゞ東西に近い走向をもって 

分布し，これと塩基性岩を覆って第三紀層（？)・変質安山岩および特に流紋岩が 

広く分布している。これらの火山岩類は生野図幅に続し，そこでは鉱床の母岩とな 

っている。また，図幅北縁には最も新しく噴出したと考えられる玄武岩熔岩が現われ 

ている。 

地域内には，東西方向の幾つかの走向断層および北西－南東の断層が推定されるほ 

か，新期花崗岩質岩石後の北北東－南南西方向の断層も推定される｡ 
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層序および地の概要を第１表に示す。 

第１表 層序および地一覧表 
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Ⅰ.２ 各   

 

Ⅰ.２.１ 古 生  

本図幅内に分布する古生層は，岩質により氷上層・明層・千原層・額田層の４層 

に区分され，これらは順次南部から北部に向って分布しているが，相互の関係はその 

間に火成岩が存在するために明らかでない。図幅北東隅に分布する額田層は中生層と 

断層で接している。 

Ⅰ.２.１.１ 氷 上  

図幅の中央部にあって，ほゞ東西方向に分布し，走向はN 50～80ﾟW，ないしN 45 

～85ﾟE，傾斜は一般に30～50ﾟNであるが局部的に変化があり，氷上郡神楽村大稗よ 

り朝来郡与布土村川上に至る路筋の朝来郡地内においては，変化が極めて著しい｡ 

また円山川左岸いの竹田町・山口村の境界附近に１つの向斜があり，それより北およ 

び南におのおの背斜を構成しているように考えられる。従って，中代および代の 

石灰岩は同一層準に属するもののようである。さらに与布土村川上以西においては概 

してチャートが顕著であることにより，川上を通りN 30ﾟW方向の断層が推定される。 

構成岩類は灰黑色千枚岩質粘板岩を主とし，綠灰色千枚岩質粘板岩・砂質粘板岩・ 

砂岩・チャートおよび石灰岩の薄層を挾有し，層理が明らかである。なかんづく，砂 

岩は第１図に示す如く，小規模 

であるが膨縮を呈することがあ 

り，また千枚岩質粘板岩とチャ 

ートとの間に第２図に示す如き 

産状を呈することがある。両者 

の産状は堆積以後における地殻 

の変動による変形を示すものと 

解釈される。また砂岩・粘板岩 

の層理面と片理面とは交叉する 

ことがある（第３図)。 

千枚岩質粘板岩は風化すれば黄灰色・黄色・赤色等を呈し，千枚岩化の程度は 

第１図 兵庫県朝來郡中川村納座北方
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場所により著しく異り，比的通常の粘板岩に近いものから，強度の千枚岩化作用を 

受け原岩の層理面が不明になった 

ものまでを含んでいる。 

砂岩は氷上層の南部に多く，朝 

来郡中川村円山川いおよび氷上 

郡神楽村石風呂附近に発してい 

る。粘板岩中に介在し，灰白色・ 

綠灰色または青白色を呈し，細粒 

～中粒～粗粒で種々変化に富み，一般に塊状・緻密で，不定方向の多くの理を有する。 

場所により変質を受け，石英脈に 

富み，青綠色を帯び，眼的に火 

成岩類と区別し難い場合がある。 

チャートは朝来郡与布土村以西 

において顕著に発逹し，黑灰色・ 

赤色・乳灰色または薄桃色を呈 

する。一般に塊状であるがしばし 

ば板状理を有し，またしばしば 

マンガン鉱床を附随する。 

石灰岩は朝来郡山口村中代お 

よび代の２カ所で，千枚岩質粘 

板岩とチャートとの互層中に薄層 

をなして見出される。灰白色を呈 

し薄い綠色の凝灰岩質岩石を挾有する。中代の石灰岩中からは紡錘虫 Fusul inel la 

sp. (礒見博鑑定）が発見され，氷上層の少なくとも一部は上部石炭紀に属する古生層 

と考える。 

Ⅰ.２.１.２ 明 延  

図幅の西縁，山口村佐中附近に分布し，隣接大屋市場図幅に続する。主として黑 

色粘板岩からなるが，火成岩類貫入による変質のために塊状・緻密のホルンフェルス 

となっており，走向・傾斜は明らかでない。 

第２図 兵庫県朝來郡興布土村川上附近

第３図 兵庫県朝來郡中川村川上附近
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Ⅰ.２.１.３ 千 原  

図幅の北東部において火成岩に取り囲まれて，東西方向にびた多数の小地域に分 

布する。塊状黑色粘板岩を主とし，砂岩および礫岩を挾有する。一般に火成岩の貫入 

の影響等により，多くの擾乱を受け，層序および構造は明らかでない。 

粘板岩は黑色ないし暗灰色を呈し，塊状・緻密で層理が不明である。砂岩は灰白色 

ないし青灰色を呈し，緻密・堅である。礫岩はすべて暗灰色で2～3c mの灰白色 

チャートの小礫に富む。 

千原層中には化石が発見されないのでその地質時代は明らかでないが，岩相は隣接 

大屋市場図幅の大屋層に酷似する。広川は兵庫県阪村中佐治北方の谷において，含 

紡錘虫石灰岩の転石を発見したが，原産地を確かめるに至らなかった。 

Ⅱ.２.１.４ 額 田  

本層の名称は主として石灰岩を挾有する部分にのみ適用されている17),42）。天田郡 

下夜久野村および中夜久野村の一部にN 70～80ﾟW方向の帯状構造を以て分布し，夜 

久野層群あるいは日置層とはいずれも断層関係にあると推察される。本層は粘板岩を 

主とし，含化石ないし無化石石灰岩，含紡錘虫細礫岩および砂岩を挾有する。 

粘板岩は黑色を呈し一般に緻密・堅でよく成層し，粒度の変化により地層の上下を 

推定することができる。風化すると黑色ないし黄色を呈し，細長い細破片状に割 

れる。本岩は中夜久野村高内東方において，斑糲岩質岩石によって貫ぬかれている。 

石灰岩は乳灰色ないし暗灰色を呈し，塊状緻密で，しばしば貝化石の賦存状況により 

地層の上下を定めることができる。風化すると黄色を呈する。天田郡中夜久野村高 

内北方で採掘されている石灰岩は，無化石の黑色鮞状石灰岩42).43)である。細礫岩および砂 

岩は暗灰色を呈し，石灰質で方解石の細脈に富む。一般に塊状でしばしば紡錘虫を含 

有する。 

中夜久野村高内の小学校裏の石灰岩からは，益子帰来也16）により Lyttonia rich- 

tho fen i，小林貞一17）により Mart in ia 2 spp., Squamular ia, Spir i f er, Sch izo- 

phoria, Camarophoria, Produtoid, Stenopora, Pinatopora, Polypora, Fisturipora 

等が発見されている。中沢圭二42）は下夜久野村額田東端，今西中と金谷村に行く三 

又路より少し西側路傍の石灰質細礫岩より紡錘虫 Yabeina を，神戸信和43）は下夜久 

野村下夜久野駅南方牧川右岸の石灰岩中より紡錘虫 Neoschwagerina sp. (礒見博鑑 
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定）を発見した。本層は中上部二畳系に属する。 

Ⅰ.２.２ 中 生  

この図幅内に分布する中生層は岩質により，河西層群・夜久野層群・日置層・広谷 

層の４層に分けられる。日置層・夜久野層群・河西層群は，図幅北東隅において古生 

層とともに西北西に走る帯状分布をなしている。 

中下部三畳紀に属する河西層群と夜久野層群とは断層によって境され，また夜久野 

層群と上部三畳紀に属する日置層との間には，下部二畳紀額田層が断層で境されて分 

布している。広谷層は他の三畳紀層とは別個に図幅北西隅に分布し，大屋市場図幅の 

御祓山層群に類似する。 

Ⅰ.２.２.１ 河 西  群 

隣接の出石図幅内，京都府天田郡下夜久野村・中夜久野村北部に主として分布して 

いるが，その一部が図幅北東隅の小地域に分布している。一般に走向N W，北に急斜 

するが，出石図幅内下夜久野村西ノ谷附近から花崗岩にって分布する礫岩層は走向 

N 50ﾟW ，傾斜80ﾟN を示し，図幅北東隅においてはN 50ﾟE ，60ﾟS の珪質粘板岩が 

みられる。 

主として粘板岩からなり砂岩・礫岩を挾有する。これらの構成岩石は北部に接する 

花崗岩類により，著しくホルンフェルス化を受けている。 

粘板岩は暗紫青～淡青色，淡緑色43)を呈し，珪質または砂質である。緻密・堅で割 

目には角稜があり，風化しにくい。砂岩は淡緑～淡青色43)にして細粒，礫岩は直径1～ 

7c mの頁岩・珪岩の円礫ないし角礫を有し，基質は灰緑色砂質粘板岩である。礫岩 

の厚さは不定であるが20mにすることもある。 

中沢33),34),42),43),50）は主として構造および岩質上から，この地層を金谷村（下夜久 

野の東）北方に分布する中下部三畳系河西層群の上部に相当するものとしている。 

Ⅰ.２.２.２ 夜 久 野  群 

下夜久野村額田および額田北西方に，河西層群の南側を占めて広く分布する。走向 

N 45～70ﾟW，傾斜20～60ﾟN で変化著しく，やゝ複雑な地質構造を呈する。南辺は 

二畳紀の額田層と断層をもって境する。 

本層は粘板岩・砂岩を主とし，薄い礫岩を挾有する。 
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粘板岩は黑色ないし暗灰色粘板岩，および青色ないし暗青色砂質粘板岩から成る。 

層理明瞭で層面にって割れ易く，細粒の暗灰色部と中粒の灰白色部とは細かい互層を 

なしており，風化すると黄色を呈する。砂質粘板岩は緻密・堅で塊状であるが， 

灰白色砂質粘板岩の介在により層理を知ることができる。多くの理が発し，多角 

形の角稜を持った細片に砕ける性質がある。風化すると灰色となる。 

砂岩は青色ないし暗青色を呈し，石灰質で方解石細脈に富む。一般に塊状で，礫質 

のこともある。風化すると黄色を呈する。 

額田北西方の谷を北に向い，中夜久野村大油子に抜ける路傍の通称ワルイシ附近 

の青色ないし暗青色の砂質粘板岩中からは，小賀豊一27),28）によって発見され市川浩 

一郎43）によって鑑定された Danubites sp. nov. を初めとするCerati te 型菊石42)， 

さらに小賀27),43）は巻員（Sisenna)・おうむ貝類・箭石類・蘇虫類（？）を，中沢42),43）は二 

板貝・腕足員（Spiriferina）や植物化石破片を，発見している。なお，附近の砂岩18） 

（正確な産地は不明）から従来巻貝の産出が知られていたが，最近小林・市川49）によ 

り Sisenna(？) japonica K. ＆ I. が記載された。また，菊石はこのほかにも，東 

方通称ホンダニの谷の砂質粘板岩中，福知山図幅の中，額田から今西中に行く途中の民 

家の裏手の崖等から産している。民家裏手からはこの他に巻貝を産する。中沢42),50） 

はこれら中部三畳紀化石群を産出する地層を夜久野層群上部と呼び，また下夜久野駅 

東方のトンネル東口北側で，額田層の南部において下部三畳紀の Claraia を発見し附 

近の含有化石層を夜久野層群の下部層と呼んでいる。 

Ⅰ.２.２.３ 日 置  

中夜久野村日置附近の牧川および街路いに標式的に分布し，一般にN 75ﾟWの走 

向，50ﾟNの傾斜を示す。主として粘板岩・砂岩から成り，礫岩を挾有する。 

粘板岩は黑色ないし暗灰色を呈し，風化すれば黄色である。概して明瞭な層理を 

示す。砂岩は灰色ないし暗灰色を呈し，石英粒に富む。風化すれば黄色となる。し 

ばしば黑色の砂質粘板岩の薄層を挾有する。礫岩42),43）は中夜久野村高内附近の額田層の北 

に断層で境されて分布し，主として径1～7c mの礫を含む。礫の種類は黑色粘板岩・ 

砂岩・チャート（しばしば海百合の茎を含む)・石灰岩・流岩および花崗岩質岩石 

等で，基質は灰緑色砂岩である。 

牧川の川床においては，黑色砂質粘板岩の介在により層理明瞭な砂岩層中に，介殻 



- 8 - 

の凸面を下に向けている貝化石を多産し，地層は逆転していると考えられる。 

化石は一般に砂質粘板岩・細粒砂岩中に密集して見出され，小林・市川により， 

Minetr igon ia heg iens i s (S A E K I) 12),13),18),21),49）, Palaeopharus maizurens is 

KOBAYASH I ＆ ICH IKAW A47),49）,Oxytoma(?) sp. indet49）., Cardinia triadica K. ＆ 

I., Cardinioides japonicus K. ＆ I., Cardinioides japonicus var. elongaius K. 

＆ I., Cardinioides subtrigonalis K. ＆ I., Cardinioides cfr. subtrigonalis K. 

＆ I., Cardinioides splendidus K. ＆ I.,“Gervil l ia”saekii K. ＆ I., “Gervil l ia” 

hekiensis K. ＆ I., Chlamys sp. indet., Pleuromya(?) sp. indet.,が記載され，そ 

のほかに小林・中沢・市川42),43）により Limanaumanni K. ＆ I., Lima sp., Chlamys 

cfr. mojsisovicsi K. ＆ I., Pinna sp., Ostrea? sp., Spiriferina sp., Isocrinus 

sp., が鑑定されている。 

日置層産の Minetr igon ia は小林・片山勝18),21),49）により山口県の美層群平原 

層からも産出することが知られ，日置層の地質時代はカーニックといわれ，さらに， 

Minetrigonia hegiensis, Palaeopharus maizurensis, Lima naumanni, Chlamys 

mojs isov ics i 等により，小林・中沢・市川26),30),31),41),42),43）は本層を舞鶴地域の難 

波江層群に対比している。 

Ⅰ.２.２.４ 広 谷 （御祓山層群？） 

朝来郡竹田町の北，円山川より西すなわち大倉部山・和北部・養郡広谷町南部 

に主として分布し，一般に走向N 30ﾟE，傾斜60～70ﾟWであるが時に西部において， 

N 70ﾟE，50ﾟS Eである。 

主として砂岩・礫岩からなり，粘板岩を挾有する。いずれも新期花崗岩質岩石によ 

りホルンフェルス化ないし珪化作用を受け，緻密・堅となっている。 

砂岩は青灰色を呈し，緻密・堅である。風化すると色・暗灰色を呈する。礫岩 

は総じて青灰色ないし緑灰色を呈し，風化すると黄白色あるいは黄色を呈する。礫 

は主として2m m～3c mの珪岩・砂岩の円礫ないし角礫よりなる。粘板岩は暗灰色な 

いし緑灰色，緻密・堅で，風化すると色を呈する。 

広谷層中からは化石は未発見であるが，岩質および南北性走向が大屋市場図幅に分 

布する御祓山層群39）と類似していることから，三畳紀に属するものと推定される。 
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Ⅰ.２.３ 輝綠岩質岩石6),7） 

この岩石は図幅北東部に広く分布し，古生層・斑糲岩ないし閃緑岩および花 

崗岩質岩石に接している。粘板岩に対してほゞ整合的な貫入体であって，一般に明瞭 

な境界を有し，その部分では粘板岩は変質してやゝ<なっている。このほか，南部 

の古生層中に岩床または岩脈状をなして現出する。 

本岩は一般に暗緑色ないし黑緑色を呈し，塊状・緻密で細粒ないし微粒であるが， 

しばしば白色の細脈で貫ぬかれる。オフィティツク組織を示す場合が多く，主要構成 

鉱物は単斜輝石・角閃石・斜長石でその割合は処により変化する。角閃石はしばしば 

単斜輝石を取り囲んで発し，その一部は通常，緑泥石や陽起石に変化している。斜 

長石はしばしば曹長石（？）化作用を受け，時には絹雲母化作用を受けている。特に 

阪村阪北部から徳畑北部に分布するものに著しい。 

下夜久野駅西南西1.5k m附近の塩基性岩体内には片状輝緑岩質岩石が露出する。 

塊状の輝緑岩質岩石との関係はこゝでは不明であるが，大屋市場図幅では両者は漸移 

するようである。暗緑色・片状で，斜長石（曹長石？)・緑色角閃石を主成分とし，粒 

状のチタン石・繊維状の角閃石等を伴う。 

 

Ⅰ.２.４ 斑糲岩ないし閃綠岩6),7),9),10),11),30),35) 

この岩類の貫入後に生じた断層，新期花崗岩質岩石の貫入および火山岩類の噴出に 

よりその全貌を正確にすることはできないが，中生層および古生層の走向とほゞ一致 

した流理構造を有する整合的な貫入体と考えられる。 

岩石は暗緑色ないし淡緑灰白色を呈し，粗粒ないし中粒で，有色鉱物と無色鉱物の 

割合や粒度はところにより変化し，閃緑岩質あるいは斑糲岩質である。塊状の部分も 

あるが，一般に片状構造や流理構造が発達し，またしばしば無色鉱物や緑石からな 

る脈が発逹する。顕微鏡下では，しばしば圧砕構造を示し，新井南方のものは特にそ 

れが著しい。主要構成鉱物は斜長石，色ないし緑色の角閃石および単斜輝石であっ 

て両者の割合は不定である，斜長石は一般にソーシュライト化し，累帯構造は認めら 

れない。角閃石は緑泥石化している場合が多いが，繊維状の無色ないし淡緑色の角閃 

石に変化している場合も少なくない。 
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中夜久野村・山口村新井北西に現われるものは淡緑灰白色を呈し，崩壊し易い。佐 

治町中佐治北方に露出するものは，比的新鮮な斜長石（亜灰長石ないし曹灰長石)・ 

異石および色ないし緑色の角閃石を主要構成鉱物とし，角閃石はしばしば斜方輝 

石・斜長石を客晶とするポイキリティック組織を示すか，あるいは単斜輝石を角閃石 

が取り囲みさらにそれが鉄質物に取り囲まれている。 

ほとんど有色鉱物から成るものは，小岩体をなして産し，暗緑色ないし暗灰色，粗 

粒である。圧砕構造を示し，角閃石の一部は繊維状ないし小片針状のものに変化してい 

る。中川村石田に露出するものは，単斜輝石と無色角閃石から成り，粟鹿山南方に露 

出するものは単斜輝石，淡色の角閃石および少量の斜方輝石から成る。 

朝来山岩体の新期花崗岩質岩石の近くや梁瀬町大垣東方の岩体では，異石や角閃 

石中に塵埃状の鉄質物が生じ，異石の周辺部はしばしば繊維状の淡緑色ないし無色 

の角閃石に変化している。また斜長石はソーシュライト化し，さらに曹長石化や絹雲 

母化作用を受けている。 

斑糲岩ないし閃緑岩の貫入時期は図幅内では決定し難いが，出石図幅や福知山図幅 

内における現出状態から見て，上部三畳紀下部以後に貫入したものと推定される。 

Ⅰ.２.５ 古期花崗岩質岩石 

図幅北東部の中夜久野村末附近に小岩体をなして現出する。帯緑灰色を呈し，粗粒 

ないし中粒である。花崗閃緑岩質ないし石英閃緑岩質で，弱い圧砕構造を示す。本図 

幅では他の岩石との関係は明瞭でないが，岩質が大屋市場図幅に現われる古期花崗岩 

質岩石に類似することから推定して，仮に後にべる時代未詳の花崗岩質岩石よりも 

古いものとした。 

Ⅰ.２.６ 時代未詳の花崗岩 

この岩石は図幅北西部に塊状をなし，新期花崗岩質岩石中に数個の岩体に分れて分 

布する。淡紅色を呈し，粗粒註1）で均質であり，しばしば小さい晶洞を有することが 

特徴である。主要構成鉱物の１つとしてパーサイトが認められ，有色鉱物は緑泥石化 

 

註１）竹田町金梨山に現出するものは，一部花崗斑岩質でやゝ変質している。 
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している。石英および斜長石には新鮮なものと汚濁されたものとがあり，また微弱な 

波動光を示すものがある。汚濁されたものの周辺部はしばしば新鮮である。 

本岩の貫入時期は明らかでないが，新期花崗岩質岩石の半花崗岩質ないし花崗斑岩 

質部分が岩脈状をなしてこの花崗岩体を貫ぬき，その境界附近に赤鉄鉱を胚胎してい 

ること，新期花崗岩質岩石に比較してやゝ変質していること，石英や長石が微弱な波 

動光を示すこと等から，この岩石は新期花崗岩質岩石よりも古いものと考えられる。 

しかし，竹田町から唐川を経て坪井に通ずる路附近等では，この岩石が新期花崗岩 

質岩石に漸移するような部分もみられる。 

Ⅰ.２.７ 第 三 紀 （？） 

主として図幅南西部に分布し，泥岩およびこれを整合的に覆う凝灰質岩類からなる。 

これらは20万分の１生野図幅および地質説明書4）において第三紀層とされているも 

ので，泥岩の膠結程度が古生層および中生層の粘板岩に比較して弱い点から，仮に第 

三紀に属する地層と推定した。なお鑑定に堪えないが泥岩から小型有孔虫を産出する。 

泥岩 主として塊状で暗灰色を呈する。朝来郡山口村南部の円山川にって，黑色 

頁岩・珪岩・緑色砂岩・閃緑岩質岩などの径4m m～7c mの角礫と黑色泥岩質の基質 

とを有する角礫岩が発しているが，これがあるいは断層角礫岩ではないかというこ 

とには多少の疑問がある。時代決定に役立つ化石は未発見である。 

凝灰質岩類 酸性の凝灰岩ないし凝灰角礫岩より成り，黑色粘板岩および酸性岩類 

の角礫を含み，一般に淡緑灰色を呈し。風化すると黄色となる。ところによって珪 

化作用を受けたように見えくなっている。この岩類は流岩や安山岩に被覆される。 

Ⅰ.２.８ 安山岩ないし玢岩質岩脈 

安山岩・石英安山岩・玢岩等であって特に古生層および塩基性岩地域にこれを貫ぬ 

いてよく現われる。 

一般に変質し，有色鉱物は緑泥石・炭酸塩鉱物・緑簾石等に交代され，斜長石の結 

晶内には通例炭酸塩鉱物・緑石・絹雲母および緑泥石が散乱している。花崗岩質岩 

石の近くに現われるものには，黑雲母が生じている場合がある。稀に少量の石英を含 

むものもある。 
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Ⅰ.２.９ 変 質 安 山 岩 

この岩石は程度の差はあるが一般にプロピライト化し，暗灰色ないし暗緑色を呈す 

る。有色鉱物は緑泥石・炭酸塩鉱物・鉄質物等で交代され，単斜輝石のほかは明瞭に 

認め難い。生野町小田和附近のものは角閃石を含む。斜長石は比的変質し難いが， 

一部炭酸塩鉱物で交代され，一部は小粒となって散点する。 

梁瀬町大垣北東・図幅西部・屋村長野の南西等においては，一部に緑色角閃石を 

生成し，新期花崗岩質岩石の接蝕変成作用を受けたことを示している。 

流岩と変質安山岩との関係については，図幅東部の中央附近では，分布状態から 

みて流岩質凝灰角礫岩の上に変質安山岩が乗り，その上を流岩が被覆している。 

一方，生野附近では流岩質凝灰角礫岩の上に流岩が乗り，その上を変質安山岩が 

被覆している。また，円山～古城山のものは坑内の現出状態から，流岩質凝灰岩 

中に変質安山岩が岩床状ないし岩脈状に貫入したと考えられる部分もある。これら 

の相離れた変質安山岩相互およびその附近の流岩相互の関係を知ることは困難であ 

る。 

Ⅰ.２.10 流  岩 

図幅南半から生野図幅にかけて広く分布し，古生層・第三紀層（？）および流岩質 

凝灰角礫岩を被覆し，あるいは貫ぬいている（生野町金香瀬附近では坑内で，地並以 

下600mまで流岩が認められ，本図幅南西に接する山崎図幅北東部では第三紀層 

（？）を貫ぬく)。 

生野町附近では本岩に板状理が見られ，新井町南東岩屋観附近では本岩は角礫 

質流岩として現われる。本岩の長石や石英の斑晶は大きさの変化に富み，長石には 

淡紅色のものと白色のものとがあり，一般に汚濁している。石英は一般に新鮮で両錐 

形または破片状をなし，しばしば湾入した輪廊を示す。有色鉱物としては角閃石または 

黒雲母から由来したと考えられる緑泥石が主である。石基は灰色ないし暗灰色である。 

Ⅰ.２.11 新期花崗岩質岩石32),40) 

この岩石は図幅北半にやゝ広い面積を占めて不規則な形で現われ，岩瘤をなしてい 
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ると考えられる。 

岩石は中粒で淡紅色を呈し，一般に新鮮である。岩相の変化に富み，特に他の岩石 

との境界近くではその変化が著しい。花崗岩質・石英斑岩質または半花崗岩質であっ 

て成分の点では花崗岩ないし石英閃緑岩の範囲にある。有色鉱物は黑雲母および角閃 

石で，時には緑泥石化している。正長石と石英はしばしば象構造または類似の組織 

を示す。 

本岩は安山岩・塩基性岩・中生層・古生層等に接触変成作用をおよぼしており（ 

屋村長野南西・広谷村和峠北方・朝来山北麓・粟鹿村早田北方等)，大屋市場図幅 

や山崎図幅における産状から第三紀に貫入したものと推定される。 

Ⅰ.２.12 石英斑岩質岩石 

この岩類には花崗斑岩質や珪長岩質岩石が含まれる註2）。新期花崗岩質岩石の縁辺 

部に認められるほか，石英粗面岩・古生層および塩基性岩中に岩株として現出する。 

（図幅南東部三国嶽東方・図幅中央部青倉山附近・朝来山附近等）一般に淡紅色を呈 

し，中川村青倉山附近には記各岩相のものが見られる。 

顕微鏡下では黑雲母および角閃石は緑泥石化しており，長石の結晶内には絹雲母が 

散乱している場合が多い。 

Ⅰ.２.13 玄 武 岩8） 

玄武岩の熔岩は，その最南部では閃緑岩質岩石を被覆し，出石図幅の田倉山北方斜 

面では石英斑岩を覆っている。 

全体の厚さは不明であるが，中夜久野村高内近くに露出するものは，10～30mほど 

の崖を形成している。そこでは下部は緻密で柱状節理が発逹し，その上部はやゝ孔 

質で板状理に富み，最上部は孔質で理は認められない。熔岩の最南端の露頭で 

は柱状理の下部に孔質の部分が認められる。 

東部に分布する岩石は灰色を呈し，主として橄欖石・斜長石・普通輝石から成り， 

間粒状組織または間組織を示し，オフィティック組織を示す部分も少なくない。ま 

た副次的に玄武角閃石が認められることがある。 

 

註２）地質図の上では，一の色で塗色してある。 
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西部，田口附近に露出するものは暗黑色を呈し，緻密・堅で理は発逹しない。 

主として斜長石・橄欖石から成り，少量の普通輝石を含むが，オフィティック組織を 

示さない。副次的に黄色の黑雲母の少片を含む｡ 

Ⅰ.２.14 冲 積  

円山川・神子畑川・与布土川・牧川・佐治川流域および図幅南東隅に分布し，主と 

して大小の円礫ないし角礫・砂および粘土からなる。牧川いの高内附近，円山川 

いの物ノ部附近，畑川いの土肥附近には記の冲積層より高い冲積台地が見られる。 

 

Ⅱ. 応 用 地 質 

Ⅱ.１ 鉱  床 

この図幅は生野－明鉱床地帯に隣接しているが，あまり重要な鉱床は認められな 

い。金属鉱床としては，花崗岩質岩石中に胚胎する赤鉄鉱鉱床，古生層中のマンガン 

鉱床，流紋岩中の銅・亜鉱脈鉱床があり，非金属鉱床としては石英脈に伴う螢 

石鉱床，流紋岩質岩石を母岩とする陶石鉱床および石灰岩がある。 

Ⅱ.１.１ 金 属 鉱 床 

Ⅱ.１.１.１ 鉄 鉱 床 （但馬鉄鉱山）25） 

図幅北西部・養郡屋村および朝来郡中川村にわたり分布し，100数個の露頭ま 

たは小鉱体が存在し，そのうち，広谷村和西方2k m附近，屋村にあるもの，中 

川村物ノ部西方2.5k m附近のもの等が比的大きい。これらの鉱床は総べて明星砿 

業株式会により昭和11年10月但馬鉄鉱山として事業に着手され，戦時中出鉱した 

ことがあるが，昭和21年以来休山状態にある。過去の産額および品位は次の通りで 

ある。 

年 度 生産量(粗鉱) 品位(F e) 

昭 和 19 年 8,550 t  36％ 

〃  20 〃 8,872〃 36〃 
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中生層（広谷層）中に小数の鉱床が存在するほか，ほとんどすべての鉱床は，やゝ 

変質した時代未詳の花崗岩と新期花崗岩質岩石，特に半花崗岩質岩石ないし石英班岩 

質部分との接触部附近に賦存する。鉱床附近の花崗岩には多量の絹雲母状鉱物を生じ 

て緑灰色に変化している。 

鉱床は雲母鉄鉱床であるが，網状鉱床あるいは低品位の鉱染鉱床で交代鉱床の部は 

少数である。すなわち，鉱石の大部分は主として変質母岩よりなり，真に鉄鉱とみな 

し得る部分はその中に鎖状・斑状小塊状・細脈状等不規則で小規模（経1c m内外） 

に胚胎される。このほか輪状鉱もあり，その中には鉄鉱とともに炭酸塩鉱物（鉄白 

雲石？）が見出される。稼行に足る鉱体中にも平均３割の中石を含み，中石を除去し 

た鉱石の部分でも平均品位はF e 30％ほどである。 

Ⅱ.１.１.２ マンガン鉱床 （金里鉱山）48） 

図幅中央部の朝来山南方，納座にあり，鉱業権者は宮脇国松（大阪府）である。戦 

時中200t，昭和24～25年3月まで100tを出鉱した。 

チャートと粘板岩との互層から成る古生層を母岩とし，700mほどの間に３個の鉱 

床があり，それをねる方向は西北西－東南東で，ほゞ古生層の走向に一致する。そ 

の南部は流岩に切断される。 

伊由谷の川いに見られる鉱体は経2m内外の塊状をなす。鉱石は黑色酸化マンガ 

ンより成り，い部分と孔質で軟くなった部分とがある。マンガン鉱は薔薇輝石を 

随伴し，者が後者を脈状に切り，あるいは者が後者を取り囲み，あるいは者と 

後者が縞状をなす。また古生層中にマンガン鉱が細脈状をなし，あるいは石英を取り 

囲んで産する。 

Ⅱ.１.１.３ 銅 鉱 床 （青草鉱山）29),註3） 

図幅の南部中央附近にある。昭和18年，生野町の木村信夫が譲受けたまゝ休山状 

態にあり，過去の状況は明らかでない。 

鉱床は流岩中の裂罅を充した含金銀－銅亜石英脈である。一般に鉱脈は珪 

長質流岩中では品位高く,角礫質流岩中では網状となり，品位が低くなる傾向があ 

る。１坑における脈の平均幅は1.06mで，東西に近い走向に550m継続し，北に急 

斜する。金属鉱物の主なるものは，黄銅鉱・輝銅鉱・斑銅鉱・閃亜鉱および方鉱 

 

註３）献29）による｡ 
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で，平均品位は，C u  0.32％，P b  0.37％，Z n  1.56％であるが，富鉱部の品位はC u  

4.5％，P b  3.30％，Z n  18.49％である。推定鉱量は2,800tである。 

Ⅱ.１.２ 非 金 属 鉱 床 

Ⅱ.１.２.１ 螢石鉱床（簾野鉱
す だ れ の

山） 

図幅の南部中央近く，生野町野にあり，播但線生野駅より簾野までは車馬を通ず 

るが，簾野から山元まで約1.5k mの路は良好でない。戦時中，神州産業株式会 

により採堀されたことがあるが，昭和21年以来休山状態にある。過去の産額および 

品位は次の通りである。 

年 度 生 産 量 品 位（CaF2） 

昭 和 16 年 129 t  40～70％ 

〃 17 〃 693〃 〃 

〃 18 〃 67〃 〃 

〃 19 〃 60〃 〃 

〃 20 〃 15〃 〃 

附近の地質は第三紀の流岩質凝灰角礫岩からなり，鉱床はこのなかに賦存する含 

螢石石英脈で，少量の黄鉄鉱と方解石とを伴う。鉱脈は北東－南西にびており，そ 

の長は断続しながら約200m におよび，幅は0.5～2mに亘っている。採掘坑 

として１番坑・２番坑・３番坑があり，坑総長は約330mである。１番坑と３番 

坑の高低差は約15mで，これより下部にまでびる可能性がある。 

Ⅱ.１.２.２ 陶 石 鉱 床 （下夜久野陶石)37),註4） 

図幅北東隅，下夜久野村にあり，山陰本線下夜久野駅の南方，牧川を距てた丘陵地 

にある。約40年より採堀されたが，その間経営者が変り，約10年ほど藤田伝兵 

衞により採堀されそれ以来休山中である。過去の産額は明らかでない。 

古生層および塩基性岩を貫ぬき，ほゞ東西に走る長約1k mの流岩質岩石を母 

岩とするもので，鉱床の幅は平均3mである。大部分は掘り盡されており，一部露天 

堀の跡と北側地並に５本の水平坑があるが，埋沒して鉱床の詳細は明らかでない。 

Ⅱ.１.２.３ 石 灰 岩37) 

 

註４）主として献37)による。 
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図幅北東縁，山陰本線いの高内にあり，大同石灰工業株式会により稼行されて 

いる。昭和14年より採堀が始められ，調査当時，月140～150t 出鉱していた。石灰 

岩層は古生層中にほとんど直立のレンズ状をなし，大きさ・形状は明瞭でないが，露 

頭断面積は30×20m 2で露天堀により採掘されている。白色よりも黑灰色のものが良 

質とされており，現場で生石灰（80％）と石灰（20％）とにして市販している。 

 

Ⅱ.２ 石  材 

この地域中で石材として採堀されているのは玄武岩のみである。 

中夜久野村高内および小倉に産し，長さ5～6mの柱状理の発した玄武岩より 

採石している。調査当時は丁場１ヵ所，年産120～150t（約1,00O切）であった。用 

途は石碑が主であるが，石垣にも使用される。 
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EX PL AN AT ORY T EX T 

O F  T H E  

G E O L O G I C A L  M A P  O F  J A P A N  

S c a l e   1： 50,000  

 

 

T A J I M A-T A K E D A  

O k a y a m a,  N o.  35  

B y  

O S A M U  H I R O K A W A  
H U M I O  T O G O  

N O B U K A Z U  K A M B E  
 

 

(A b s t r a c t)  

Ⅰ  Gen era l  Remark s  

T h e  a r e a  m a p p e d  c o m p r i s e s  t h e  n o r t h e r n  p a r t  o f  H y ōg o  a n d  

K y ō t o  P r e f e c t u r e s  i n  t h e  C e n t r a l  J a p a n,  a d j a c e n t  t o  a n  i m p o r t a n t  

m e t a l l o g e n i c  p r o v i n c e ,  W h i c h  i s  c a l l e d  t h e  I k u n o - A k e n o b e  

m i n i n g  d i s t r i c t.  
T h e  g e o l o g i c a l  s u c c e s s i o n s  a n d  h i s t o r y  a r e  s u m m a r i z e d  i n  

T a b l e  1.  
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T a b l e  1  
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Ⅱ  Geo log y  

1.   U p p e r  P a l a e o z o i c  

T h e  u p p e r  P a l a e o z o i c  r o c k s  a r e  l i t h o l o g i c a l l y  d i v i d e d  i n t o  t h e  

f o l l o w i n g  f o u r  f o r m a t i o n s,  n a m e l y  t h e  H i k a m i,  t h e  A k e n o b e ,  t h e  

C h i h a r a  a n d  t h e  N u k a d a.  
T h e  C h i h a r a  a n d  t h e  H i k a m i  f o r m a t i o n s  s t r i k e  g e n e r a l l y  a b o u t  

E N E  a n d  d i p  t o  t h e  n o r t h,  w h i l e  t h e  H i k a m i  s h o w s  a  m o n o c l i n a l  
s t r u c t u r e  a t  t h e  e a s t e r n  p a r t  w i t h  v a r i a b l e  s t r i k e s  a n d  d i p s  d u e  t o  

t h e  l y i n g  o f  t w o  a n t i c l i n e s  a n d  o n e  s y n c l i n e  n e a r  N a k a y a s h i r o,  

Y a m a g u c h i  v i l l a g e  i n  t h e  w e s t e r n  p a r t.   T h e  N u k a d a  f o r m a t i o n  

w h i c h  i s  d i s t r i b u t e d  a t  t h e  n o r t h e a s t e r n  c o r n e r  o f  t h e  a r e a  m a p-  

p e d,  s t r i k e s  W N W  a n d  d i p s  n o r t h w a r d  a n d  i s  b o u n d e d  w i t h  t h e  

H e g i  a n d  t h e  Y a k u n o  f o r m a t i o n s  o f  T r i a s s i c  a g e  b y  f a u l t s.  

T h e  H i k a m i  i s  c o m p o s e d  m a i n l y  o f  d a r k  g r a y  p h y l l i t i c  c l a y-  

s l a t e  w i t h  t h i n  i n t e r c a l a t i o n s  o f  g r e e n i s h  g r a y  p h y l l i t i c  c l a y- s l a t e,  

sandy  c lay-s la te,  sands tone,  cher t,  and  fusu l ina-bear ing  l imes tome.  

T h e  A k e n o b e  i s  c o m p o s e d  m a i n l y  o f  m a s s i v e  b l a c k  o r  d a r k  g r a y  

c l ay- s l a t e  wi t h  i n t e r ca l a t i o n s  o f  s a n d s t o n e  a n d  c o ng l o m e r a t e,  wh i ch  

r e s e m b l e s  i n  r o c k  f a c i e s  t o  t h e  O y a  f o r m a t i o n  i n  t h e  a r e a  o f  

O y a i c h i b a  S h e e t  M a p.   T h e  N u k a d a  i s  c o m p o s e d  m a i n l y  o f  b l a c k  

c l a y- s l a t e  w i t h  i n t e r c a l a t i o n s  o f  f o s s i l i f e r o u s,  o o l i t i c  l i m e s t o n e s,  

f u s u l i n a-b e a r i n g  f i n e-g ra i ne d  c on g l ome ra te  and  sands tone.   F rom 

t h e  l i m e s t o n e  n e a r  T a k a u c h i,  N a k a y a k u n o  v i l l a g e,  a r e  r e p o r t e d  

L y t t o n i a  r i c h t h o f e n i,  M a r t i n i a  2  s p p.,  S q u a m u l a r i a,  S p i r i f e r,  

S c h i z o p h o r i a,  C a m a r o p h o r i a,  P r o d u t o i d,  S t e n o p o r a,  P i n a t o p o r a,  

P o l y p o r a,  F i s t u r i p o r a  e t c.;  n e a r  N u k a d a,  S h i m o y a k u n o  S t a t i o n,  

N e o s c h w a g e r i n i d  f u s u l i n a(?).  

T h e  n o n-p h y l l i t i c  m e m b e r s  o f  t h e  N u k a d a  a n d  t h e  C h i h a r a  

f o r m a t i o n s  a r e  d e v e l o p e d  a t  t h e  n o r t h e r n  p a r t  a n d  t h e  p h y l l i t i c  

m e m b e r  o f  t h e  H i k a m i ,  a t  t h e  s o u t h e r n  p a r t ,  b u t  t h e  m u t u a l  



- 4 - 

r e l a t i o n s  o f  t h e s e  m e m b e r s  a r e  u n c e r t a i n  d u e  t o  t h e  i n t r u s i o n  o f  

t h e  v a r i o u s  i g n e o u s  r o c k s  a m o n g  t h e m.  

2.   T r a i a s s i c  

T h e  T r i a s s i c  r oc k s  a re  l i t h o l o g ic a l ly  d i v i de d  i n t o  t h e  f o l l o w i ng  

t w o  g r o u p s  a n d  t w o  f o r m a t i o n s,  n a m e l y  t h e  K a w a n i s h i  a n d  t h e  

Y a k u n o  g r o u p s,  a n d  t h e  H e g i  a n d  t h e  H i r o t a n i  f o r m a t i o n s.  

T h e  H e g i  f o r m a t i o n ,  t h e  Y a k u n o  a n d  t h e  K a w a n i s h i  g r o u p s  
a r e  d i s t r i b u t e d  a t  t h e  n o r t h e a s t e r n  c o r n e r  i n  t h e  a r e a  m a p p e d  i n  

z o n a l  d i s p o s i t i o n  a n d  a r e  b o u n d e d  w i t h  t h e  P a l a e o z o i c  N u k a d a  

f o r m a t i o n  b y  f a u l t s.  

T h e  T r i a s s i c  r o c k s  s t r i k e  g e n e r a l l y  a b o u t  W N W  a n d  d i p  t o  

t h e  n o r t h.   T h e  H i r o t a n i  i s  d i s t r i b u t e d  a t  t h e  n o r t h we s t e r n  c o r n e r  

o f  t h e  a r e a  m a p p e d  s t r i k i n g  g e n e r a l l y  a b o u t  N N E  a n d  d i p p i n g  

w e s t w a r d.  

The  Kawani sh i  g roup  i s  composed  main ly  o f  purp l i sh  b lue,  pa le-  

b l u e  o r  p a l e-g r e e n  c l a y - s l a t e  w i t h  i n t e r c a l a t i o n s  o f  s a n d s t o n e  a n d  

c o n g l o m e r a t e.   T h e s e  r o c k s  a r e  m e t a m o r p h o s e d  b y  t h e  e f f e c t  o f  

g r a n i t e- i n t r u s i o n .   T h e  Y a k u n o  i s  c o m p o s e d  m a i n l y  o f  b l a c k  o r  

da rk  g r ay  c l ay- s l a t e,  b l u e  o r  da r k-b l u e  s a n d s t o ne  w i t h  t h i n  i n t e r-  

c a l a t i o n s  o f  c o n g l o m e r a t e.   B l u e  o r  d a r k-b l u e  s a n d y  c l a y - s l a t e  

y i e l d s  t h e  f a u n a  i n c l u d i n g  D a n u b i t e s  s p.  n o v.,  N a u t i l o i d e a,  B e l e-  

m n i t e,  B r y o z o,  P e l e c y p o d a ,  B r a c h i o p o d a  (S p i r i f e r i n a  s p .)  a n d  

G a s t r o p o d a  (S i s e n n a?  j a p o n i c a  K .  &  I.)  b e s i d e s  f r a g m e n t s  o f  

p l a n t.   B y  t h e s e  f o s s i l s  a n d  C l a r a i a,  t h e  g e o l o g i c  a g e  o f  t h e  
K a w a n i s h i  a n d  t h e  Y a k u n o  g r o u p s  i s  c o n s i d e r e d  t o  b e l o n g  t o  

m i d d l e  a n d  l o w e r  T r i a s s i c.  

T h e  H e g i  f o r m a t i o n  i s  c o m p o s e d  m a i n l y  o f  g r a y ,  d a r k-g r a y  

o r  b l a c k-g r a y  s a n d s t o n e  a n d  b l a c k  o r  d a r k  g r a y  c l a y - s l a t e  w i t h  

t h i n  i n t e r c a l a t i o n s  o f  c o n g l o m e r a t e.   S a n d y  c l a y - s l a t e  o r  f i n e -  

g r a i n e d  s a n d s t o n e  y i e l d s  t h e  f a u n a  i n c l u d i n g  M i n e t r i g o n i a  h e g i-  

e n s i s  (S a e k i ),  P a l a e o p h a r u s  m a i z u r e n s i s  K o b a y a s h i  &  I c h i k a w a ,  
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O x y t o m a( ?)  s p.  i n d e t.,  C a r d i n i a  t r i a d i c a  K.  &  I.,  C a r d i n i o i d e s  

j a p o n i c u s  K.  &  I.,  C a r d i n i o i d e s  s u b t r i g o n a l i s  K.  &  I.,  C a r d i -  

n i o i d e s  c f r .  s u b t r i g o n a l i s  K.  &  I.,  C a r d i n i o i d e s  s p l e n d i d u s  K .  

&  I.,“ G e r v i l l i a” s a e k i i  K.  &  I.,“ G e r v i l l i a” h e k i e n s i s  K.  &  

I.,  C h l a m y s  s p.  i n d e t.,  P l e u r o m y a( ?)  s p.  i n d e t .,  L i m a  n a u m a -  

n n i  K .  &  I . ,  L i m a  s p . ,  C h l a m y s  c f r .  m o j s i s o v i c s i  K .  &  I . ,  

P i n n a  s p .,  O s t r e a?  s p .,  S p i r i f e r i n a  s p .,  I s o c r i n u s  s p .,  T h i s  

f o r m a t i o n  i s  c o r r e l a t e d  w i t h  t h e  N a b a e  g r o u p  i n  t h e  M a i z u r u  d i s t-  

r i c t  a n d  b e l o n g s  t o  C a r n i c  o f  u p p e r  T r i a s s i c  a g e.   T h e  H i r o t a n i  

is  composed mainly  of  bluish gray  or  greenish gray  conglomera te  and 

b lue i sh  g ray  sands tone  wi th  in te rca la t ions  o f  c lay-s la te  which  i s  s i l i-  

c i f i e d  by  th e  e f f ec t s  o f  g ra n i t e - in t r u s io n.   V i e w i ng  f r o m t he  s t r u c-  

t u r a l  r e l a t i o n s  w i t h  t h e  u n d e r l y i n g  P a l a e o z o i c  f o r m a t i o n,  t h i s  f o r-  

m a t i o n  p r o b a b l y  b e l o n g s  t o  t h e  M i h a r a i y a m a  g r o u p  (T r i a s s i c)  i n  

t h e  a r e a  o f  O y a i c h i b a  S h e e t  M a p.  

3.   D i a b a s i c  R o c k s  

Dikes  o r  shee t s  o f  d iabas ic  rocks  a re  in t ruded  in to  the  Pa laeozo ic  

S e d i m e n t s  a t  m a n y  l o c a l i t i e s.   T h e y  a r e  g e n e r a l l y  c o m p a c t,  o f t e n  

o p h i t i c  i n  t e x t u r e  a n d  p r i n c i p a l l y  c o n s i s t  o f  m o n o c l i n i c  p y r o x e n e ,  

h o r n b l e n d e  a n d  p l a g i o c l a s e  i n  v a r i o u s  p r o p o r t i o n s.   A l o n g  t h e  

c o n t a c t  w i t h  t h e  d i a b a s i c  r o c k s,  t h e  P a l a e o z o i c  s e d i m e n t s  a r e  

s l igh t ly  ha rdened.   Contac t-metamorphic  phenomena on  the  d iabase  

b y  t h e  y o u n g e r  g r a n i t i c  r o c k s  a r e  c o n c e i v a b l e  n e a r  t h e  c o n t a c t.  

T h e  r e l a t i o n  o f  t h e  r o c k s  t o  t h e  T r i a s s i c  s e d i m e n t s  i s  n o t  c l e a r.  

4.   D i o r i t e～ G a b b r o  

T h e  r o c k s  a r e  a s s u m e d  t o  b e  l a r g e  i n t r u s s i v e  m a s s e s  o r  s m a l l  

o f f- s h o o t s  i n t o  t h e  P a l a e o z o i c  a n d  t h e  M e s o z o i c  s e d i m e n t s.   T h e y  

r a n g e  f r o m  d i o r i t i c  t o  g a b b r o i c  i n  m i n e r a l  a s s o c i a t i o n  a s  w e l l  a s  

i n  t e x t u r e,  a n d  a r e  r e m a r k a b l y  s c h i s t o s e  o r  f l u i d a l  i n  m i n e r a l  

a r r a n ge me n t  i n  p l a ce s.   T h e  p r i n c i p a l  c o n s t i t ue n t s  a r e  p l a g i oc l a s e,  
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h o r n b l e n d s  a n d  m o n o c l i n i c  p y r o x e n e,  a n d  t h e  p l a g i o c l a s e  i s  c o n-  

s i d e r a b l y  a l t e r e d  i n t o  s a u s s u r i t e  a n d  o t h e r s .   T h e  r o c k s  h a v e  
b e e n  i n t r u d e d  s u b s e q u e n t  t o  t h e  d i a b a s i c  r o c k s  a n d  a r e  p r i o r  t o  

t h e  y o u n g e r  g r a n i t i c  r o c k s.  

5.   O l d e r  G r a n i t i c  R o c k  

T h e  r o c k  i s  g r a n o d i o r i t i c  o r  q u a r t z  d i o r i t i c,  c o a r s e-g r a i n e d,  

g r e e n i s h  g r a y  i n  c o l o u r  a n d  s h o w s  c a t a c l a s t i c  s t r u c t u r e.   I t  o c c u r s  

a s  s m a l l  i n t r u s i v e  b o d i e s,  p e n e t r a t i n g  t h e  P a l a e o z o i c  s e d i m e n t s  a s  

w e l l  a s  t h e  b a s i c  r o c k s  w i t h o u t  a n y  m a r k e d  c o n t a c t  e f f e c t s  u p o n  

t h e m.  

6.   G r a n i t e  o f  U n k n o w n  A g e  

T h e  r o c k  o c c u r s  a s  i s o l a t e d  m a s s e s  a t  s e v e r a l  p l a c e s  i n  t h e  

y o u n g e r  g r a n i t i c  m a s s.   I t  i s  c o a r s e-g r a i n e d ,  p i n k - c o l o u r e d,  m o r e  

h o m o g e n e o u s  a n d  m o r e  a l t e r e d  t h a n  t h e  y o u n g e r  g r a n i t i c  r o c k s.  

7.   T e r t i a r y(?)  

T h e  T e r t i a r y (?)  s e d i m e n t s  i n  t h e  a r e a  m a p p e d  i s  c o m p o s e d  

o f  m u d s t o n e  a n d  t u f f a c e o u s  r o c k s.   T h e  l a t t e r  c o n s i s t s  o f  a c i d i c  

t u f f  a n d  t u f f  b r e c c i a ,  a n d  c o v e r s  t h e  f o r m e r.   T h e  s t r i k e  a n d  d i p  

o f  m u d s t o n e  a r e  n o t  c l e a r,  b u t  t u f f a c e o u s  r o c k s  s h o w,  i n  g e n e r a l,  

t h e  s t r i k e  o f  N W  a n d  t h e  s o u t h w e s t w a r d  d i p.  

8.   D y k e  R o c k s  o f  A n d e s i t e  o r  P o r p h y r i t e  

There  appear  many  smal l  d ikes  in  the  a rea.   They are  andesi te,  

d a c i t e  o r  p o r p h y r i t e.  

9.   A l t e r e d  A n d e s i t e  

Lavas  o f  andes i t e  cover  usua l ly  rhyo l i t e  tu f f-brecc ia,  gabbro～  

d i o r i t e  a n d  t h e  P a l a e o z o i c  s e d i m e n t s.   T h e y  a r e  g r e e n i s h  d a r k  
g r a y  i n  c o l o u r  a n d  a r e  u n d e r g o n e  w i t h  s o m e  c a r b o n i t i z a t i o n  a n d  
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ch lor i t i za t ion.   Maf ic  cons t i tuen t s  a re  ob l i t e ra ted  bes ide  monoc l in ic  

p y r o x e n e.   C o n t a c t  e f f e c t s  o f  t h e  y o u n g e r  g r a n i t i c  r o c k s  a r e  m o r e  

o r  l e s s  c o n c e i v a b l e.  

10.   R h y o l i t e  

T h e  r o c k  c o v e r s  o r  i s  i n t r u d e d  i n t o  t h e  P a l a e o z o i c  a n d  T e r t i a r y  

f o r m a t i o n s .   I t  i s  p o r p h y r i t i c,  c a r r y i n g  p h e n o c r y s t s  o f  q u a r t z  

a n d  p i n k - c o l o u r e d  f e l d s p a r  i n  g r a y  g r o u n d m a s s .   B i o t i t e  a n d  
h o r n b l e n d e  a r e  r e c o g n i z e d  a s  m a f i c  c o n s t i t u e n t s  w h i c h  h a v e  

l a r g e l y  a l t e r e d  t o  c h l o r i t e.  

11.   Y o u n g e r  G r a n i t i c  R o c k  

T h e  roc k  occu re s  a s  s t oc k,  pe n e t r a t i ng  a n d e s i t e,  g r a n i t e,  ba s i c  

r o c k s,  t h e  M e s o z o i c  a n d  t h e  P a l a e o z o i c  s e d i m e n t s.   I t  i s  m e d i u m-  

g r a i n e d  a n d  p i n k-c o l o u r e d.   I t  i s  g r a n i t i c,  p o r p h y r i t i c,  a p l i t i c  o r  

q u a r t z-d i o r i t i c  i n  t e x t u r e  a n d  c o m p o s i t i o n.   S o m e  p a r t s  o f  t h e m  

a r e  m i c r o g r a p h i c  i n  t e x t u r e.  

12.   Q u a r t z  P o r p h y r y  o r  F e l s i t i c  R o c k s  

T h e y  a r e  e x p o s e d  a t  t h e  m a r g i n  o f  t h e  y o u n g e r  g r a n i t i c  r o c k s  

o r  a s  s e p a r a t e  s t o c k s  i n  t h e  r h y o l i t e  a n d  t h e  P a l e o z o i c  s e d i m e n t s.  

T h e y  v a r y  f r o m  p o r p h y r i t i c  t o  f e l s t i c  i n  t e x t u r e.  

13.   B a s a l t  

I t  oc c u r s  a s  l a v a,  c o ve r i ng  g a b b ro～ d i o r i t e  a n d  q ua r t z  p o r p hy-  

r y .   I t  b e l o n g s  t o  o l i v i n e- a u g i t e  b a s a l t  o r  a u g i t e-o l i v i n e  b a s a l t,  

s h o w i n g  o p h i t i c ,  i n t e r g r a n u l a r  o r  i n t e r s e r t a l  t e x t u r e.   A  l i t t l e  
a m o u n t  o f  b i o t i t e  a n d  b a s a l t i c  h o r n b l e n d e  a r e  f r e q u e n t l y  o b s e r v e d  

a s  a c c e s s o r y  m i n e r a l s.  
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1 4.   A l l u v i u m  

T h e  Al l u v i um d e v e l op s  a l o n g  va l l e y s,  a n d  i s  c o m p o s e d  o f  be ds  

o f  g r a v e l,  s a n d  a n d  c l a y .  

Ⅲ   Econo mic  Geo logy  

A.   M i n e r a l  D e p o s i t s  

T h e r e  a r e  n o  w o r k i n g  m i n e s  b u t  a  l i m e s t o n e  q u a r r y ,  t h o u g h  

t h e  a r e a  l i e s  a d j a c e n t  t o  t h e“ I k u n o-A k e n o b e  M i n i n g  D i s t r i c t” .  

1.   M i c a c e o u s  I r o n  O r e  D e p o s i t s  

A  l o t  o f  s m a l l  b o d i e s  o f  m i c a c e o u s  i r o n  o r e  d e p o s i t s  a r e  d i s t-  
r i b u t e d  r o u g h l y  a l o n g  t h e  b o u n d a r y  o f  t h e  t w o  t y p e s  i n  g r a n i t i c  

r o c k s  i n  t h e  n o r t h w e s t e r n  p a r t  o f  t h e  a r e a.   A l l  o r e  b o d i e s  a s s u m e  

ma ss ive,  l e n t i c u l a r  o r  v e i n l i ke  f o r m o n  a  s ma l l  s c a l e.   T he  g r e a t e r  

p a r t  o f  t h e  d e p o s i t s  i s  a  k i n d  o f  i n c o m p l e t e  r e p l a c e m e n t  i n  t h e  

a l t e r e d  g r a n i t i c  r o c k s,  i n  w h i c h  m i c a c e o u s  h e m a t i t e  i s  d o m i n a n t  

a s s o c i a t i n g  w i t h  a  l i t t l e  a m o u n t  o f  l i m o n i t e  a n d  i r o n  c a r b o n a t e.  

T h e  o r e  i s  a b o u t  36％  i n  F e - c o n t e n t.  

2.   M a n g a n e s e  O r e  D e p o s i t s  

T h e  d e p o s i t s  o c c u r  u s u a l l y  i n  t h e  P a l e o z o i c  s l a t e  a n d  c h e r t y  

b e d s  i n  t h e  c e n t r a l  p a r t  o f  t h e  a r e a.   T h r e e  d e p o s i t s,  o n  a  s m a l l  

s c a l e,  a r e  f o u n d  i n  a  d i s t a n c e  o f  a b o u t  700m.   T h e y  a r e  m a s s i v e  

i n  l e n t i c u l a r  f o r m,  a b o u t  2m  i n  d i a m e t e r.   T h e  o r e  i s  c o m p a c t  

o r  p o r o u s  a n d  c o m p o s e d  o f  b l a c k  m a n g a n e s e  o x i d e s  a s s o c i a t e d  

w i t h  r h o d o n i t e.  

3.   C u p r i f e r o u s  D e p o s i t s  

T h e  d e p o s i t s  a r e  f o u n d  i n  t h e  m i d d l e  o f  t h e  s o u t h e r n  p a r t  o f  
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t h e  ma ppe d  a r e a.   T h ey  a r e  f i s su r e- f i l l i n g  de p o s i t s  o n  a  s m a l l  s c a l e  

i n  t h e  r h y o l i t e.   A v e r a g e  o r e  g r a d e s  a r e  a s  f o l l o w s:  

C u  :  0.32％ ,       P b  :  0.37％ ,      Z n  :  1. 56％  

4.   F l u o r s p a r  D e p o s i t s  

T h e  d e p o s i t s  a r e  r e s t r i c t e d  i n  t h e  m i d d l e  o f  t h e  s o u t h e r n  p a r t  

o f  t h e  m a p p e d  a r e a.   T h e y  a r e  q u a r t z- f l u o r i t e  v e i n s  o n  a  s m a l l  

s c a l e  i n  t h e  r h y o l i t e  t u f f  b r e c c i a.   T h e  v e i n s  v a r y  f r o m  40％  t o  

70％  i n  C a F 2  c o n t e n t.  

5.   P o t t e r y  S t o n e  

T h e  d e p o s i t s  f o r m  a  p a r t  o f  t h e  r h y o l i t e  d y k e  e x t e n d e d  t o  t h e  

s o u t h  o f  t h e  S h i m o y a k u n o- s t a t i o n .   T h e  m i n e  h a s  b e e n  c l o s e d  

s i n c e  1954.  

6.   L i m e s t o n e  

I t  h a s  b e e n  q u a r r i e d  o n  a  s m a l l  s c a l e  f o r  q u i c k l i m e  a n d  s l a k e d  

l i m e  a t  T a k a u c h i  i n  t h e  n o r t h e a s t e r n  p a r t  o f  t h e  a r e a  m a p p e d.  

B.   B u i l d i n g  S t o n e  

B a s a l t  i s  t h e  o n l y  o n e  w h i c h  i s  q u a r r i e d  i n  t h e  a r e a  m a p p e d  

f o r  t o m b s t o n e s  o r  o t h e r  l o c a l  u s e s.  
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